
1. 送 別     作詩 弘一大師 

長亭外古道辺   (チャン・ティン・ワイ・グー・ダォ・ビェン) 

芳草碧連天  (ファン・チァオ・ビー・リェン・ティェン) 

晩風払柳笛声残  (ワン・フォン・フー・リョウ・デー・セェーン・チァン) 

夕陽山外山  (シー・ヤン・シャン・ワィ・シャン) 

天之涯地之角  (ティェン・ジ・ヤー・デー・ジ・ジィァオ) 

知交半零落  (ジー・ジァォオ・バン・リン・ルォ) 

一觚濁酒尽余歓  (イー・グ・ジュオ・ジョ・ジン・イュ・ホァン) 

今宵別夢寒  (ジン・シァオ・ビェ・モン・ハン) 

 

2.  金 砂 訓 二  作詩 王 子雲（嵯峨良平） 

千秋外旭水深  (チェン・チョウ・ワァィ・シゥ・スェイ・セェン) 

校道辺草連 (シァオ・ダオ・ビェン・チァオ・リェン) 

東方望輝太平山 (ドン・ファン・ワン・ホェイ・タイ・ピン・シャン) 

此山心裡山 (チー・シャン・シン・リー・シャン) 

師誨我母校訓  (シー・ホェイ・ウォ・ムー・シァオ・シゥン) 

是質実剛健 (シー・ジー・シー・ガン・ジェン) 

対老友杯喝酒  (ドイ・ラォ・ヨゥ・ベイ・フー・ジョウ) 

這語想起残 (ジャ・イュ・シァン・チ・チャン) 

 

 

注）青字：押韻 

 送 別     訳：王子雲 

町はずれの古びた道辺に、草花が青い天

に連なっている。夕方の風は柳を払い笛の

音が残り、夕陽が奥山に沈む。天のはて地

のすみで、旧友が朽ち果てただろう。一杯

のどぶろくを飲み尽くし、名残を歓び別れ

たので、今宵の眠りは寒々となろう。 

金 砂 訓 二   

千秋(公園)の外の旭(川)の水は深く、学校

への道端の草は連なっている。東方に望む輝

く太平山、この山は心の山だ。 

師に教え導いて頂いた母校の訓え、それは

質実剛健だ。旧友と二人で一杯の酒を飲め

ば、この語を思い起こし残る。 


